
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和３年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマイ
プランの成果指標を達成した教師80％
以上

・月末にチェックシートを記入し、指導法を振
り返るとともにとともに、項目毎に平均点を
提示し、平均点が３．５以下の項目は、重点
項目として共通理解する。

B

・職員アンケートでは9割が、指導法に関するアクションを起こ
していた。しかし、チェックシートの平均点は、向上は見られる
が約半数が平均点3.5以下である。中でも、「最終的な記述」、
「条件に応じた書くこと」を共通理解し、重点項目として取組を
続けたい。

A

・学期が進むにつれて､本校の実態や課題についての共通理
解が進み、学力向上アクションプランチェックシートでもほとん
どの項目で3．5以上となった。課題の条件に応じた記述(書く
力)も意識が進んではいるが、３点代前半と重点的な指導が
必要である。

A
・先生方が同じ方向を向いて学習指導をされてい
るため、学習の理解ができている。
（これについての肯定的回答９０．２％）

○ＧＩＧＡスクール構想の中で展開させ
る、主体的に自分の考えを形成し、表現
する力を育むための授業の工夫と家庭
学習習慣の確立

○児童司会に取り組み「クラスの友達との間
で話し合う活動を通じて、自分の考えを深め
たり、広げたりすることができていると思う」
と回答した児童８０％以上

・「授業づくりのステップ１･２･３」を踏まえ、全
教科半分以上の時間で、話し合う活動と振
り返り活動を行う。 B

・成果指標の項目に対する児童の回答は約9割と高い。しか
し、職員の意識は6割程度の回答だった。再度、「授業づくり
のステップ1･2･3」を踏まえ、「話し合う活動」「振り返り活動」を
行うように共通理解していく。 A

・成果指標の項目に対する児童と職員の回答はいずれも９割
以上と目標を大きく上回った。振り返り活動に関してもチェック
シートの職員平均が４ポイントまで向上している。
・ＧＩＧＡ端末の活用も向上し、週末持ち帰りなどで家庭でも活
用できる体制が整ってきている。

A
・課題があれば、学校現場で十分な連絡・協議・検
討がなされ、適切に対応し、指導されている。

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○道徳や人権教室に関するアンケートにお
いて肯定的な回答をした児童８５％以上

・月１回のおひさま朝会の実施
・人権擁護委員による人権教室の実施
・地域の方と連携した体験活動の実施
・人権・同和教育に関する校内研修等の実施

Ａ

・道徳や人権教育に関するアンケートにおいて肯定的な回答をした
児童92.1％
・人権・同和教育に関する職員研修会を２回実施。
・児童・保護者を対象とした家庭教育講座の実施。
・月１回おひさま朝会の実施。 ・幼保小中連携地域クリーン作戦の
実施。

A
・道徳や人権教室に関するアンケートにおいて肯定的
な回答をした児童97％
・引き続き、月１回おひさま朝会の実施。
・いじめ問題への対応に係る校内研修の実施。

A
・子どもたちの主体性を重視した指導や取り組みの中
で、高学年になるほど自主性や下級生への慈しみの
心が育つ指導をなされていると思う。
・SDGsをはじめ、人権教育、平和教育等、取り組みが
充実している。

人権・同和教育
道徳教育推進

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

○いじめの未然防止・早期発見に努め、
いじめについて組織的対応ができてい
ると回答した教職員８５％以上。

・QUアンケートを実施し、その結果を生かした指
導を行う。
・学期に１回の生活アンケートの実施と活用。
・定期的に「ともだちアンケート」を実施し、その
後の丁寧な聞き取り・指導の実践を行う。

Ａ

・６月のＱＵアンケートの実施・分析ができた。また、その結果
を生かした指導を行っていると答えた職員が９０％だった。
・「ともだちアンケート」実施後、担任による丁寧な聞き取りが
できている。深刻ないじめ事案はなかった。日常、担任と個別
ることができない児童にとってとても有効である。また、アン
ケートの結果は全職員で共通理解を図り、全職員で見守る姿
勢を継続したい。

A

・QUアンケートの実施・分析ができた。また、その結果を活か
した指導を行っていると答えた職員が85.9％だった。
・早期対応により深刻ないじめ事案はなく、人間関係が理由
による欠席児童がいなかったことが成果としてあげられる。
・アンケート後の丁寧な聞き取りと職員間での共有を継続して
いくことを次年度へつなげたい。

A

・いじめ問題については、特に重大な問題は発生しておらず、小さい
問題も見逃さずに対応されている。これからも、家庭と学校との連携
により問題点を共有し、子どもたちの健やかなる成長を祈る。
・他者への優しさ等の豊かな人格の形成、人権への理解、いじめの
未然防止・早期発見のために様々な取り組みが行われており、今年
度、深刻ないじめの覚知・認知がなかったことで、目標は十分達成で
きていると思う。

教育相談

◎児童が夢や目標をもち、その実現に
向けて意欲的に取り組もうとするための
教育活動

○児童アンケート「将来の夢や目標を
持っている」に肯定的な回答をした児童
８５％以上

・キャリアパスポートを活用した教育活動に
ついての研修を行い、実践していく。
・実行委員形式による学校行事や児童会行
事、児童司会による授業づくり行い、児童の
主体性を育む活動に取り組む。

A

・アンケート肯定的な回答をした児童、「目標をもって行
動している」90％「将来の夢を持っている」81％で目標
を達成に近づいている。
・平和集会、体育大会、全校レクなど実行委員会形式
で取り組みをキャリア教育と関連付けながら実施する
ことで、より効果的な活動にしていく。

A

・児童アンケートにより「将来の夢や目標をもっている」に肯定的
な回答をした児童８５％以上を達成することができた。これは学
級活動と学校行事を関連させながら、目標をもって取り組み、事
後のふり返りも確実にすることで、児童の活動への充実感が生
まれているからだと考える。次年度もキャリア教育を生かしなが
ら実行委員会形式の学校行事に取り組んでいきたい。

A

・特に地域人材の活用と地域での体験活動の推
推進し、実行することで、児童にとって地域の産業
や文化を知って誇りをもったっり生き方を考えたり
する上で、よいヒントになっていると思う。

特別活動

❶運動習慣の改善や定着化
❶児童アンケート「元気に運動や遊びを
している」と回答した児童９５％以上

・体育的行事や縦割り活動を通して、「運動が大
好きな子ども」を育てる。
・コロナウイルス感染に考慮した運動能力向上
につながる動きや遊びを職員間で共有したり、
授業の中で児童に紹介したりして、休み時間に
も取り組めるような環境を提供する。

B

・児童アンケート「元気に運動や遊びをしている」については達成目
標９５％以上に対し、１１月のアンケートでは85.6％と目標をやや下
回った。行事等の関係で昼休みに遊ぶ児童が少なかったことや、新
型コロナウイルスの影響で外出が減り、家で過ごすことが多くなって
きていることが原因として考えられる。今後も外遊びを推奨していき
たい。
・運動能力向上につながる動きや遊びの共有・紹介があまりできな
かった。今後、体育的行事の際にその都度提案していきたい。

A

・児童アンケート「元気に運動や遊びをしている」については
達成目標は９５％に対し、９３．３％とおおむね達成できた。
色々な体育行事を通して体を動かすことの楽しさを感じさせた
り、運動の習慣を身につけさせたりすることができた。
・のびのび遊びやマラソン大会などの体育的行事をコロナ感
染予防対策を十分に講じた上で実施した。それにより、学校
での運動量を確保することができた。

A

・新型コロナの影響で、体育的行事等の在り方、
活動内容が制限される中、内容の見直し、検討に
より、体育大会・マラソン大会等が実施されたこと
で、目標は十分達成できていると思う。

保体部

●望ましい生活習慣の形成 ●家庭で約束したスマートフォン・ゲー
ム時間の遵守と「早寝・早起き・朝ご飯」
の習慣が身に付いた児童８０％以上。

・授業において睡眠の大切さを伝えるとともに、
生活アンケートを定期的に実施し、児童の意識
を高める。
・家庭に対して特に週末の生活（就寝時間や
ゲームやスマートフォンの時間）について呼びか
ける。

A

・全児童にスマートフォン･ゲーム時間についてお家の人と話
し合って約束を決め守るように指導した。児童にもスマート
フォン・ゲーム等を長時間使用することは健康によくないこと
だと言う考えが浸透しつつある。アンケートの結果でも守って
いるまあまあ守っていると答えた児童が、下学年で85％、上
学年で90％であった。残りの児童にも家庭へ働きかけさらに
生活習慣の確立を図りたい。

A

・スマートフォン・ゲームの利用時間は家庭での約束を決め継
続した啓発を行うことで、ごく一部の児童を除き約束を守って
生活できるようになった。週末にはＧＩＧＡ端末の持ち帰りを２
月から実施しているが、家庭での使用についても約束を守っ
てできている。 B

・９１％の子どもたちがスマホ・ゲームの時間を守って
いると回答しているが、保護者からみると、守れている
と回答したのは７８％と、回答にずれがある。具体的な
用行動例を示しながら、大人と子どもとのずれをなく
し、誰もが規則正しい生活習慣が身に付くよう、指導し
ていかなければならない。

生徒指導部

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・毎週金曜日を定時退勤日とする。
・時間外勤務時間をこまめに行いながら、勤
務の適正化がよりよい教育効果に繋がるこ
とを伝え、タイムマネジメントの習慣化を図
る。

B

・毎週金曜日に定時退勤日と設定をしたものの、全員が定時
に退勤することはなかなかできなかった。まずは、金曜日の
定時退勤日は守るよう促していく。
・勤務の適正化の意義について研修を行い、タイムマネジメン
トの習慣化を意識するようになってはきているが、月４５時間
を超えた職員ののべ人数は８名だった。今後は0を目指す。

A

・学校行事前の金曜日定時退勤を守ることはなかなか難しかった
が、それでも定時退勤を意識して業務を進める姿や声かけが見られ
るようになった。また、１ヶ月の超過勤務時間は４０時間を超えること
がなくなり、勤務時間の適正化を進めることができた。
・業務内容に工夫を凝らし、まとめられるものはまとめたり整理した
りしながら、スリム化を図ることができた。

A

・先生方の回答をみると、先生方全員が目標を達
成できていることがわかる。効率よく教育内容の充
実と大事なことを落とさずになされている教育活動
に頭が下がる思いである。

教務部

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○ 地域人材の活用と、地
域での体験活動の推進

○積極的に地域人材の活用をし、地域
での体験活動の推進する中で育む、ふ
るさとを愛する心と主体的・創造的に活
動できる力

○地域の方々から見た児童の活動に関
して肯定的な回答８５％以上

・コロナ感染防止対策を徹底した上で、地域からのゲ
ストティーチャーを必要に応じて積極的に招き、体験
活動を通した学びを充実させる。
・地域の方々へ学習の成果を発表する機会を設け、
学んだことについての考えや思いを伝える。

B

・コロナ感染防止対策を徹底しながら、可能な限り地域からの
ゲストティーチャーを招き、体験活動を通した学びを充実させ
てきた。感染状況が落ち着くまで、保護者以外の方を学校行
事にお呼びすることができなかったため学習の成果を直接伝
えることはできていないが、ＨＰに掲載することで伝えようと努
めた。2月のサンキュー会では、直接伝えたい。

A

・3学期に入り、オミクロン株の影響で思うように体験活動を進
めることができない時期もあったが、中止ではなくどう工夫す
ればできるかという視点に立って行ったため、限られた条件
の中で最大限に有意義な活動を展開することができ、８６％
の保護者・地域の方から、このことについて肯定的な回答を
得ることができた。

A

・コロナ禍の難しい状況の中で、関係者の努力と
創意・工夫により、子どもたちにとってよりよい行事
を最大限に計画され、実行されていたと思う。 教務部

○校内研究・職員研修の充
実

○研究テーマに沿った研究の充実及び
教員の専門性の向上

○外国語教育の進め方に関する専門性
が向上した教員８０％以上

・外国語教育に関する職員研修を積極的に講師
を招聘して行う。
・評価及び言語活動の充実を柱とした研究の推
進を学年部での授業研修などを通して行う。 B

・学校評価アンケートにおいて、外国語教育・特別活動の進
め方に関する専門性が向上した教員が91％で、目標数値を
達成した。
・校内研究の中で、評価について講師招聘研修を行った。評
価及び言語活動の充実を柱とした授業研修を継続して行い、
さらに専門性を高めていく。

A

・学校評価アンケートにおいて、外国語教育・特別活動の進め方
に関する専門性が向上した教員が93.3％で、目標数値を達成し
た。
・講師を招聘して授業研究会を２回行い、形成的評価、特に授業
内での中間評価の重要性を全職員で認識するとともに、評価を
次の活動や授業に生かそうとする意欲を高めることができた。

A

・英語教育については、外国人にこだわらず、身近
な方でも経験をもつ方々もおられるので、子どもた
ちへ色々な情報を届けたり経験したりする機会を
ますます充実できたらと思う。

研究主任・副主任

○特別支援教育の充実

○支援体制の確立と教員の専門性や意
識の向上

○特別支援に関する専門性が向上した
教員８０パーセント以上（アンケートで）

・特別支援に関する研修会の実施（夏休み）
・ケース会議の開催、巡回相談の要請、情報共
有
・外部機関との連携（ＳＣ，ＳＳＷ）
・特別支援教育の情報や資料の提供

Ａ

・特別支援に関する専門性が向上した教員が１００％だった。
・ケース会議や巡回相談を要請したり、、ＳＣ，ＳＳＷと連携を
とったりしながら、懇談内容を職員で共有し、支援体制を相談
しながら支援にあたっている。 A

・特別支援に関する専門性が向上した教員が１００％だった。
・SCやSSWと共に、保護者との連携を図りながら児童支援に努め
た。また、SCやSSWの専門的立場から保護者が抱えている困難な
状況や悩みを引き出していただき、職員はそれを理解した上で保護
者の気持ちに寄り添った児童の支援を行うことができた。このような
実践が特別支援に関する専門性の向上につながったと考える。

A

・９０％の保護者が、個に応じた指導がなされていると
回答しているのをみると、目標は達成できたと思われ
る。しかし、残り１０％の保護者も満足できるよう、今後
更なる工夫も必要だと感じる。

特別支援教育

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

学力向上コーディネーター

学校名 唐津市立厳木小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・新型コロナウイルスの影響を受けて２年目となた今年度も、活動を制限せざるを得ない場面も多々あった。しかし、昨年の方針と同様、「どう工夫して行うか」を中心的柱に据え、様々な対策や工夫をしながら子どもたちにとっての「今年しかないこの一年」を実りあるものにするために、みんなで知恵を出し合いながら進めてきた。このことは無駄なく効率的に最大限の教育効果を目指す新たなス
タイルとして確立させることができ、その成果は大きいものとなった。
・学校を教職員主導で動かすのではなく、教職員は黒子となり、いかにも児童自らが動かしているように意識をもたせることで、学校に活気があふれ、児童の自信に繋がっている。本校はその体制ができており、年度末に近づくと、特に５年生が「次は自分たちが学校を動かす番だ」という意識を強くもつ。この活動は今年度も確実に実践でき、伝統となって受け継がれている。
・校内研については、新学習指導要領が施行されて２年目の外国語教育に取り組んできた。今年度は評価を生かした学びと言語活動を通して行う授業づくりについて研究を進めた。また、それに付け加えて地域の特徴や児童の実態を生かした単元づくりをめざし、教材開発を行った。来年度も引き続き外国語教育の更なる充実を目指し、今年度新たに生まれた課題解決に向けて取り組んで
いきたい。
・「学校大好き」「家庭大好き」「地域大好き」の児童を目指し、教育活動を行ってきた。来年度も地域と共にある学校、地域の期待に応えられる学校となるよう努めていきたい。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・新型コロナウイルスの影響で、随時更新される「新しい生活様式」に則った対応を迫られる中、模索しながら進める教育活動であったが、「どう工夫して行うか」を中心的柱に据え、様々な対策や工夫をしながら子どもたちにとっての「今年しかないこの一年」を実りあるものにするために、みんなで知恵を出し合いながら進めてきた。そんな状況であったからこそ前例踏襲ではなく、新たに見えて

きた改善し得る点、別の方法や考えも新たに加わり、その分意味あるものとなっていった。正に「ピンチはチャンス」であり、固定観念に捕らわれない、現実に合った教育活動を柔軟に創り上げる大きなきっかけとなる一年となった。

・学校を教職員主導で動かすのではなく、教職員は黒子となり、いかにも児童自らが動かしているように意識をもたせることで、学校に活気があふれ、児童の自信に繋がっているように思う。本校はその体制ができており、年度末に近づくと、特に５年生が「次は自分たちが学校を動かす番だ」という意識を強くもつ。この体制は、今後も大事にしたい。

・校内研については、３年間外国語教育に取り組んできた。今年度は新学習指導要領にあわせて評価の研究を中心に取り組み、成果をあげた。来年度は、これを土壌にして更に研究を深め、指導力向上に繋がるテーマを設定して行っていきたい。

・特別支援教育を大きな課題として、全ての児童の実態に応じた指導・支援のできる体制を模索してきた。各専門機関との連携も密に行いながら進めてきたことで、よりよい方向に向かっている。全児童・保護者の期待に応えられるような教育活動の在り方を更に探っていきたい。

・学校、家庭、地域が一体となって連絡・共有を図り、地域の方皆が子どもを通わせたくなる安心と信頼のできる厳木小学校をと期待されているので、それにしっかり応えられるよう努めていきたい。

２　学校教育目標 豊かな心を培い、夢に向かって、主体的･創造的に活動する子どもの育成　～ふるさとを愛し、人に優しく、一人一人が伸びる学校　厳木小学校～

３　本年度の重点目標
1 主体的に自分の考えを形成し、表現する力を育むための授業の工夫　　2 子どもたちの学習習慣の確立　　　　　　　　　3 子どもたちの考えが生かせる場面を設定し、主体的・創造的に活動できる力の育成

4 心の教育（一人一人を大切にする人権教育）の深化と充実　　　　　　5 地域人材の活用、地域での体験活動の推進　　　6 校内研究、職員研修の充実、業務改善と働き方改革の推進


